
 公開質問回答状  

２０１９年３月 公益社団法人泉大津青年会議所 

ふりがな たかはし のぼる 

年 齢 

※2019 年 4月 21 日現在 

氏 名 高橋 のぼる ６９歳 

所属 
(政党・会派等) 

緑の党グリーンズジャパン 当選回数   ５回 

略 歴 

１９４９年 寿町に生まれる。穴師小、誠風中、府立堺工卒 
１９９５年 市職員から市議会に初当選 
２００３年 ３期目市議選９票差次点で惜敗 
２００３年 和泉工業高等学校ＰＴＡ会長 
２００７年 市議選、再チャレンジで返り咲きを果たす 
２００８年 市議会副議長就任 
２０１７年 宇多自治会顧問 
現  在  総務都市常任委員会委員長 

 

【設問１】  『青少年が夢を持って社会参画できるまち』について、お聞かせください。 

 ※＜第４次泉大津市総合計画 施策２＞「学びあうひとづくり 彩あるまちづくり」関連 

（重要だと思うテーマ） ※30 字以内 

地域で夢をもって社会参加できるまち! 

（自由記述欄）    ※そう思う理由、考える施策の方向性等。句読点含め 100 字以上 200 字以下 

青少年が夢と希望が持てる地域社会とは、地域の子供たちや若年層、高齢者が互いに尊重さ

れ、信頼される環境づくりが、地域力をつけ青少年の夢を育むことにつながるのではないで

しょか。 

安全で安心して暮らせる地域があり、地域の課題は地域で解決できる人間関係と地域社会環

境を整えていく事が大切ではないでしょうか。 

 

【設問２】  『市民とともにつくる災害に強い安全なまち』について、お聞かせください。 

 ※＜施策４＞「安心で心やすらぐまちづくり」関連 

（重要だと思うテーマ） ※30 字以内 

小学校単位の地域防災計画で災害に強いまちづくりを! 

（自由記述欄）    ※そう思う理由、考える施策の方向性等。句読点含め 100 字以上 200 字以下 

地球温暖化は、間違いなく予想を超えたスピードで進んでいます。もはや災害列島と呼ぶに

ふさわしい私たちの国において、日頃から防災、減災に心掛けることは大切ですが、災害は

大規模化する傾向にあります。 

市民と行政が情報共有しながら、小学校単位できめ細かな防災計画を立てる必要がありま

す。 

 

【設問３】  『誰もがすこやかにいきいきと暮らせるまちづくり』について、お聞かせください。 

選択テーマ １：子ども・子育て支援   ２：地域福祉      ３：高齢者福祉 

      ４：障がい福祉       ５：保健・医療      



 公開質問回答状  

２０１９年３月 公益社団法人泉大津青年会議所 

 

 ※＜施策３＞「誰もがすこやかにいきいきと暮らせるまちづくり」関連 

（重要だと思うテーマ） ※選択テーマからお選びいただきご記入ください。 

誰もが、本当に住んでよかったといえるまちに! 

（自由記述欄）    ※そう思う理由、考える施策の方向性等。句読点含め 100 字以上 200 字以下 

泉大津市は、全国の住みよさランキングでは、低位にランクされています。 

コンパクトで機能的で利便性の高い地域であると思いますが、コンパクト故に人口密度が高

く、公園や自然が少ないことが住みにくい印象になっているのでしょうか。公園を増やし自

然を活かし、若い人が子育てしやすい、安全で豊かな環境整備に努めます。 

 

【設問４】  『人と企業が集まりアイデアと活気にあふれるまち』について、お聞かせください。 

選択テーマ １：地場産業の振興  ２：湾岸ベイエリアの活用  ３：ＩＣＴ・ＡＩ化の推進 

      ４：その他   

 ※＜施策６＞「誇れる・選ばれる・集えるまちづくり」関連 

【重要だと思うテーマ】  ※選択テーマからお選びいただきご記入ください。 

                 その他の方は 30 字以下で記入 

地域で経済(お金)が循環する地域社会システムを!  

【自由記述欄】     ※そう思う理由、考える施策の方向性等。句読点含め 100 字以上 200 字以下 

団塊世代が後期高齢(75 歳)を迎える 2025 年問題に備えた社会の仕組みを準備していかなけ

ればなりません。地域単位で高齢者福祉を担える体制と子育て世代が共存できる地域環境に

していく事が大切です。 

福祉分野においても地域で雇用を生み出し、新たな発想と起業を促進させる環境整備と共に

地場産業の活性化で地域で経済が回る仕組みをいかに創っていくかが課題でもあります。 

 

【設問５】  あなたが重要だと思う泉大津市における施策テーマ について、お聞かせください。 

 （任意記載項目） 

（重要だと思うテーマ） ※30 字以内 

子供たちの未来のために、今、何をなすべきか!  

（自由記述欄）    ※そう思う理由、考える施策の方向性等。句読点含め 100 字以上 200 字以下 

未来に希望の見えるまちづくりをしていくために、今なにをするのかが問われています。 

高度成長期のように、あれも、これもと言った時代ではありません。限られた財源の中で将

来を見据えた施策を確実に実行していく事が重要です。そのためには、市民に情報を提供し、

説明責任を果たし、市民の合意を得ながらまちづくりを進めていくことが、子どもたちの希

望をつくり出し、泉大津の未来をつくり出していくものと思います。 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 


